
防コミの歩き方

●女子大学生の消防団員誕生
神戸市須磨消防団では、平成22年4月1

日の消防団条例の改正を受け、さらなる消防
団の活性化を図るため、須磨区内在学の大
学生に対して入団促進を働きかけ、10月1日
付で神戸女子大学の4人の学生の消防団員
が誕生しました。女子大学から消防団員とし
て入団し、密着した地域防災への貢献を目指
した取り組みは神戸市内で初めてとなります。
●須磨消防団初の消防団登録事業所
これまでの地域防災活動への貢献と在学
団員への理解協力に対して、消防団協力事
業所表示制度にもとづき『消防団協力事業
所』表示証が神戸女子大学へ交付されました。
須磨区内では初の登録事業所であり、市

内でも大学が登録されたのは初となりました。
●消防団員としてデビュー
在学団員最初の任務は、第11回防災福

祉コミュニティ大会での防災訓練支援でした。
区内すべての防災福祉コミュニティの方 を々
はじめ、多くの参加者のもと、毎年実施され
ている大会で訓練支援をおこないました。大

会第１部での「須磨防災の賞授賞式」の後、
参加者へ在学団員を紹介していただきました。
引続き第2部の防災訓練では、初めて目の
当たりにする訓練に戸惑いながら先輩団員の
訓練指導を見たり、防災訓練を体験しなが
ら、楽しくかつ真剣に訓練に取り組む参加者
の支援にあたりました。最後に、第7分団に
よる小型動力ポンプ操法がおこなわれ、地域
に根づいて熱心に活動する先輩団員の姿を
頼もしく見ていました。
●枠にとらわれない地域貢献のかたち
今回の在学団員の入団にあたっては、神

戸女子大学のご理解・ご協力と、在学団員
の地域に貢献したいという気持ちによって実
現しました。
今後の課題とされている団員の確保や地

域の安全・安心のためにも、在学団員の入
団により、防災福祉コミュニティや地域、事
業所の皆さまと力を合わせた防災への取り組
みが活性化し、幅広く展開できるものと確信
しております。

（須磨消防団長　高木優和）
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10月23日、24日の両日、中央区のみな
とのもり公園（震災復興記念公園）で、「神
戸からの発信ネットワーク」と神戸市が主催
する防災イベント「イザ！ カエルワールド！」が
開催されました。
●「神戸からの発信ネットワーク」
このイベントを主催した「神戸からの発信
ネットワーク」は、平成18年４月の設立以
来、「震災の経験・教訓」「これからの神戸
づくり」を発信する事業の企画・実施をおこ
なってきました。5年間の活動の総括として、
「そだてて　つなげて　ひろげて　ＫＯＢＥ」を
テーマにイベントを展開しています。
●「イザ！ カエルワールド！」
そのメインイベントとして、みなとのもり公
園を巨大ＢＯＳＡＩ（防災）のテーマパークとし、
子どもから大人まで、楽しみながら防災につ
いて学ぶことができる「イザ！ カエルワールド！」
を開催しました。
会場内では、おもちゃを持ち寄り「かえっ

こ」しながら「防災」について楽しく学べる「イ
ザ！ カエルキャラバン」が開催され、そのほか
防災に関するブースも多数出展されました。

　また、南京町や市内のフランス料理店な
ど、さまざまな国の方々が、世界の炊き出し
フェアをおこないました。魚崎町防災福祉コ
ミュニティの方 も々、「レスキューキッチン」を
使用して、１,０００人分のご飯を2日で炊き、
非常食として参加者に提供しました。
●ＢＯＳＡＩワールドカップ

～防災五種　競技大会～
２日目の24日には「BOSAIワールドカップ」
を開催しました。
これは、北京オリンピック銅メダリストの朝
原宣治さんと神戸市消防局が監修して「体
力・知力・防災技術」の要素を取り入れた競
技です。
中・高生対象に考案しましたので、多少

ハードな競技もありますが、この競技を通じ
て、防災についての知識を学んだり、災害
時の動きも学ぶことができました。
朝原さんの参加もあり、非常に盛り上がっ

た大会となり、２日間で約1万3千人が参加
し、防災に触れていただくことができました。

（地域防災支援係　秋田稔之）
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